
「早ね早おき朝ごはん運動」 

シンボルマーク 

毎年３月３日は、女の子の健やかな成長と幸せを願い、お祝いをする「ひな祭り」 

です。ひな人形や桃の花を飾り、さまざまな願いを込めた料理やお菓子をいただき 

ます。季節の節目となる五節句（五節供）の一つ「上巳の節句」でもあり、季節の 

花にちなんで「桃の節句」とも呼ばれます。  

ひな祭りの始まりは、平安時代までさかのぼります。古代中国から伝わった「上巳

節」という厄払いの風習と、貴族の女の子たちの間で流行した人形遊びが結びつ

き、人形に災いを移して川に流す「流しびな」の風習が生まれました。その後、豪華

なひな人形を飾るようになり、江戸時代には一般の人びとの間へも 広がっていき、

現代のようなひな祭りが行われるようになりました。 

緑・白・桃（ピンク）の３色を重ね

た、菱形のもち。雪の下から新芽が

芽吹き、桃の花が咲く春の様子を表

現しているとされますが、色や形、

重ね方など、地域によって違いがあ

ります。 

桃の花びらを酒に浸した「桃花

酒」を飲む風習がありましたが、江

戸時代に「白酒」が売り出されると、

たちまち人気を集めて定着しまし

た。白酒はアルコールを含むため、

子ども向けには、米麹から作る甘酒

などが用いられます。 

もとはひしもちを砕いて作られて

いました。関東と関西で大きく異な

り、関東地方では米粒形の甘いポン

菓子、関西地方では直径１cmほど

の丸形のあられが親しまれていま

す。 

酢飯の上に、縁起の良い食べ物、旬の 

食べ物を彩りよく散らしたおすし。ひな祭りの食べ物として定着し

たのは最近のことで、もとは、塩漬けにした魚と米を発酵させた

「なれずし」が食べられていたとされています。 

はまぐりは、対になった貝殻でないと 

形がぴったり合わないことから、夫婦円満の象徴と

されています。良い縁に恵まれて、幸せになれるよ

うにという願いが込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育だより 令和７年度３月号 

練馬区立光が丘第一中学校 

３月の使用食材予定産地 

牛乳 ・東京都教育委員会から指定された牛乳業者より購入しています。 

     練馬区は、株式会社協同乳業です。 
米  ・「令和７年産 岩手県産ひとめぼれ」を購入しています。 
魚  ・えび／インドネシア あなご／ペルー  銀さわら／ニュージーランド さば／ノルウェー   
肉  ・豚肉／青森 鶏肉／山梨 牛肉／石川 
野菜 ・ごぼう／茨城 小松菜、白菜、人参／埼玉 玉ねぎ／長崎 しょうが／高知 にんにく／青森 長ねぎ／千葉  
     きゅうり／埼玉、宮崎 キャベツ／愛知 たけのこ／福岡 セロリ／香川 ほうれん草／埼玉 大根／練馬 

じゃがいも／北海道 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ３月、今の学年で過ごす日も残りわずかとなりました。皆さんは、日々の給食からどん

なことを学んできたでしょうか？ この１年間を振り返り、できたことをチェックしてみましょう。 

給食の前に 

手をきれいに 

洗えましたか？ 

地域でとれる食べ物を 

知ることができましたか？ 

よくかんで味わって

食べられましたか？ 

バランスの良い

食事のとり方がわ

かりましたか？ 

行事食や郷土料理に

ついて知ること 

ができましたか？ 

楽しい給食時間を過

ごせましたか？ 

自分に必要な量を

考えて食べることが

できましたか？ 

食事のあいさつは

心を込めて 

言えましたか？ 

おはしを正しく使う 

ことができましたか？ 

 友達や先生方と過ごした給食時間は、学校

生活のかけがえのない思い出の一つとなっ

ていることでしょう。給食が届くまでにはたくさ

んの人が関わっていて、皆さんを大切に思う

気持ちが詰まっています。これから先、困難

にぶつかることがあったら、ぜひ給食のことを

思い出してください。皆さんが元気で活躍で

きるようにと、いつまでも応援しています。 

「食べる」と言うことは、動物や植物など、いろいろな生き物の命をい

ただくことです。その命をつないで、私たちは「生きる」ことができます。

また、多くの人の支えがあって「食べる」ことができています。 

これからも感謝の気持ちを忘れずに、「食べる」ことを大切にしてくだ

さい。 


